
様式 2 

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》（案） 

 

＊科目 No．  

 科目概要記入欄 

1．開設大学 

広島大学 
開催
方法 

■対面（東広島キャンパス） 

□オンライン（同時・録画・資料提示） 

□その他（      ） 

正式科目名 

副題 

保育系学部生のための食育フィール

ド科学演習 

配当年次 1,2,3 

受入学年  

学問分野 番号 33・14 
名

称 
農学 

3．担当教員名 谷田 創・黒川勇三・妹尾あいら・鈴木直樹 

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 前期集中 

6.開講期間 

  曜日・時間 令和 4年 9 月 13 日（火）～ 令和 4年 9 月 16 日（金）  

7.基礎知識の有無 
1.「基礎知識を必要とする科目」 （               ） 

②.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数      15 人  9.選考方法 

受講希望者が定員を超えた場合は，受

講希望理由の内容を検討した上で、低

学年の学生（本演習体験を所属大学の

授業に生かす可能性が高い）から選抜

する。 

10．科目内容・ 

  授業計画 

広島大学の西条ステーション（農場）では，太陽の恵みを受けて育てた作物で家畜

を飼い，家畜の恵みとしてミルクや肉，羊毛を生産している。「保育系学部生のた

めの食育フィールド科学演習」は，広大な本農場を活用して，教員と農場技術職員

の協力により実施している。本演習では，受講生が草と家畜と土の循環のなかで食

の源を生産して食品に加工していく過程を講義と実習を通して学び，幼稚園や保育

園における子供のための食育の実践に生かすことを目的としている。 

※授業計画は新型コロナウイルス感染症の拡大状況や天候不良等により開講の中

止や内容の一部変更，日程の変更等があります。また受講希望者が５名以下の場

合は開講を中止する場合があります。 

l 演習スケジュール（予定） 

9/13（火）：西条駅集合，農場へ移動しガイダンス，農場の見学と説明， 

          家畜の福祉について考える。 

9/14（水）：午前：家畜のエサやりと乳搾りと牛とのふれあい体験する。 

      午後：人と動物の関係と動物福祉について考える。 

羊の毛から毛糸ができるまでの過程について考える。 

            家畜の福祉について考える。体験発表会の準備をする。 

9/15（木）：午前：家畜のエサやりと乳搾り体験，バター作りを体験する。  

      午後：家畜の命について考える。体験発表会の準備をする。 

9/16（金）：午前：体験発表会（生物生産学部講義室） 

      昼頃に西条駅解散 

11．試験・評価方法 
受講態度，発表，受講後のレポートで評価する。フィールドを活用した演習なので

農場の規則を守れない受講者は不可となる可能性があります。 

12．別途負担費用 
２・３日目の昼食費（2000 円以内）を現地で徴収します。集合場所までの旅費，演

習中の宿泊費（宿泊費の一部を大学で負担する予定です），食費は自己負担です。 




